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本号では、長編推理小説12作目『影は崩れた』(書き下ろし 1966 読売新聞社)と13作目『濁った航跡』(書

き下ろし 新事件小説全集４ 1968 読売新聞社)を取り上げました。 (編集委員 橘雄三)

三
年
間
の
バ
ン
コ
ッ
ク

駐
在
か
ら
帰
国
し
た
太

平
産
業
社
員
深
尾
を
待
っ

て
い
た
の
は
山
根
会
長

の
怪
死
だ
っ
た
。
会
長

の
愛
人
悠
子
は
か
つ
て

深
尾
の
恋
人
だ
っ
た
が
、

事
件
の
解
明
が
な
い
か

ぎ
り
会
長
と
の
悪
縁
が

切
れ
な
い
と
深
尾
に
訴

え
た
。

漁
師
か
ら
た
た
き
あ

げ
た
山
根
会
長
の
過
去

に
は
暗
い
出
来
事
が
あ
っ

た
。そ
し
て
、昔
の
漁
師

仲
間
が
次
々
、変
死
し
て

い
た
。

人
間
心
理
の
綾
を
タ
テ
糸
に
、ア
リ
バ
イ
崩
し

を
ヨ
コ
糸
に
展
開
す
る
本
格
推
理
長
編

●
山
根
寛
一

兵
庫
県
西
南
部
、
播
磨
灘
に
面

し
た
Ｈ
町
の
出
身
。
漁
師
上
が
り
。
太
平
産
業

を
創
業
、
前
社
長
。
本
社
が
大
阪
か
ら
東
京
に

移
っ
た
の
を
機
に
会
長
に
退
く
。
十
二
年
前
、

漁
師
の
娘
だ
っ
た
妻
を
捨
て
、
会
社
の
事
務
員
・

蕗
子
と
結
婚
。
糟
糠
の
妻
は
憤
死

●
深
尾
尚
作

太
平
産
業
社
員
。
山
根
寛
一
が

社
長
の
時
、
三
年
間
、
社
長
秘
書
を
し
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
時
期
に
好
意
を
寄
せ
て
い
た
タ

イ
ピ
ス
ト
の
安
部
悠
子
を
秘
書
に
推
薦
。
の
ち
、

ほ
ぞ
を
噛
む
こ
と
に
。
そ
の
後
三
年
間
、
バ
ン

コ
ッ
ク
に
駐
在
。
本
社
に
転
勤

に
な
り
、
東
京
に
戻
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
は
始
ま
る
。

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
言
う
「
人

間
心
理
の
綾
を
タ
テ
糸
に
」
の

タ
テ
糸
か
ら
事
件
を
追
う

●
安
部
悠
子

太
平
産
業
社
長

秘
書
か
ら
山
根
寛
一
の
愛
人
に
。

両
親
を
亡
く
し
、
細
腕
一
つ
で

弟
を
養
っ
て
い
た
。
弟
は
、
ち
ょ

う
ど
、
高
校
を
出
て
大
学
（
医

学
部
）
に
入
る
と
き
だ
っ
た
。

悠
子
は
、
深
尾
よ
り
、
五
十
に

近
い
山
根
を
選
ん
だ
。
芦
屋
の

マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む

●
里
見
老
人

里
見
隆
夫
。
昔
、

外
国
航
路
の
船
長
。
六
甲
山
に

別
荘
を
建
て
た
の
は
三
年
前
。
山
根
寛
一
の
別

荘
（
名
義
は
安
部
悠
子
）
の
隣
家
の
住
人
。
心

臓
病
が
重
く
寝
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
山
根
寛

一
と
は
犬
猿
の
仲
だ
っ
た
。
「
気
味
が
わ
る
い
」

「
地
獄
の
使
い
み
た
い
」
（
悠
子
の
弁
）

●
お
啓
さ
ん

前
森
啓
子
。
里
見
家
の
家
政
婦

●
平
林
重
助

太
平
産
業
社
員
。
山
根
の
漁
師

時
代
の
仲
間
。
不
相
応
な
高
給
を
受
け
て
い
た
。

五
年
前
、
宿
直
の
晩
に
服
毒
自
殺

●
塩
田
佐
吉

太
平
産
業
倉
庫
番
。
山
根
の
漁

師
時
代
の
仲
間
。
不
相
応
な
高
給
を
受
け
て
い

た
。
四
年
前
、
倉
庫
に
賊
が
侵
入
、
殺
さ
れ
る

●
香
川
奈
津
子

生
ま
れ
は
四
国
の
松
山
。
両

親
を
早
く
に
亡
く
し
、
親
戚
の
あ
い
だ
を
た
ら

い
ま
わ
し
に
さ
れ
て
育
つ
。
二
年
前
、
神
戸
の

ア
パ
ー
ト
・
清
雲
荘
で
服
毒
自
殺
。
当
時
、
バ
ー
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
イ
ト
の
ホ
ス
テ
ス

●
望
月
透

東
南
汽
船
の
チ
モ
ー
ル
丸
一
等
航

海
士
。
里
見
老
人
の
娘
婿
。
望
月
の
妻
、
つ
ま

り
、
里
見
の
娘
は
十
年
ほ
ど
前
に
死
ん
で
い
る
。

亡
妻
と
の
間
に
男
の
子
が
い
た
が
、
満
四
つ
に

な
る
直
前
に
死
去
。
独
り
身
。
神
経
性
胃
炎
を

病
み
、
里
見
老
人
の
別
荘
で
療
養
中

●
浅
野
警
部

兵
庫
県
警
捜
査
一
課
の
警
部
。

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
言
う
「
ア
リ
バ
イ
崩
し
を

ヨ
コ
糸
に
」
の
ヨ
コ
糸
か
ら
事
件
を
追
う

■
広
島
県
漁
業
取
締
官
佐
藤
基
殺
害
事
件

昭
和
二
十
四
年
八
月
に
起
こ
っ
た
こ
の
事
件

の
調
査
で
山
根
寛
一
殺
害
事
件
の
解
明
は
大
き

く
進
展
す
る

作
中
時
間
■
佐
藤
基
殺
害
事
件
の
時
効
が
昭

和
三
十
九
年
と
い
う
こ
と
が
謎
解
き
に
絡
む
。

作
中
、
「
一
昨
年
、
○
○
は
や
っ
と
宿
願
を

は
た
し
て
海
外
旅
行
に
出
か
け
た
の
で
あ
る
」

と
、
昭
和
三
十
九
年
を
一
昨
年
と
す
る
記
述
が

あ
る
の
で
、
作
中
時
間
は
一
九
六
六
年
と
わ
か

る
。
こ
れ
は
、
同
著
刊
行
の
年
で
も
あ
る
。

『
影
は
崩
れ
た
』
人
物
紹
介
ほ
か

読売新聞社版表紙

徳
間
文
庫
版
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
も
と
に

主
な
登
場
人
物

山根寛一の出身地 Ｈ町イメージ
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徳間文庫版『影は崩れた』 伴野朗氏「解説」 より抜粋転載 ほか

『
影
は
崩
れ
た
』
巻
末
「
解
説
」
な
の
に
、
同
著
に
つ

い
て
、
全
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
詐
欺
だ
！
ほ
ん
と
に

本
を
読
ん
だ
の
か
？
「
陳
舜
臣
さ
ん
と
私
」
と
い
う
副
題

を
付
け
て
は
い
る
が…
。
し
か
し
、
興
味
深
い
記
述
が
あ

る
の
で
、
そ
の
箇
所
を
抜
粋
転
載
し
ま
す
。

当
時
、
伴
野
朗
氏
は
朝
日
新
聞
の

記
者
だ
っ
た
。

陳
さ
ん
に
初
め
て
お
目
に
か
か
っ

た
の
は
、
四
十
八
年
春
で
あ
る
。

取
材
の
一
環
で
、
陳
さ
ん
に
お
会

い
し
た
の
で
あ
る
。

六
甲
山
系
に
あ
る
見
晴
ら
し
の

よ
い
伯
母
の
山
の
陳
家
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
は
、
い
ま

も
よ
く
覚
え
て
い
る
。
焼
き
物
で
仕
上
げ
た
「
陳
舜
臣
」

と
い
う
表
札
が
、
い
か
に
も
著
名
な
作
家
に
ふ
さ
わ
し

く
思
わ
れ
た
。
中
国
式
の
装
飾
品
や
調
度
で
統
一
さ
れ

た
応
接
間
、…

。(

画
像
は
現
在
の
旧
陳
舜
臣
邸)

一
昨
年
（
一
九
七
九
年
）
、
新
聞
社
の
企
画
と
し
て

玄
奘
三
蔵
の
天
竺
へ
の
求
法
の
足
跡
を
訪
ね
る
『
天
竺

へ
の
道
』
の
取
材
で
、
陳
さ
ん
ご
一
家
と
西
域
、
イ
ン

ド
を
四
十
日
ほ
ど
旅
行
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

陳
さ
ん
は
、
ゆ
っ
く
り
グ
ラ
ス
を
口
へ
運
び
な
が
ら

い
っ
た
。

「
こ
と
し
は
、
と
う
と
う
推
理
小
説
が
書
け
な
か
っ
た
。

す
こ
し
書
か
な
い
と
、
や
っ
ぱ
り
（
推
理
小
説
が
）
書

き
た
く
な
る
ね
」

陳
さ
ん
は
、
照
れ
た
よ
う
な
笑
い
顔
に
な
っ
た
。

陳
さ
ん
は
、
や
は
り
推
理
小
説
が
お
好
き
な
の
だ
。

な
ぜ
か
、
嬉
し
く
な
っ
て
き
た
。
西
域
も
の
や
歴
史

関
係
の
仕
事
が
続
き
、
推
理
小
説
ま
で
手
が
ま
わ
ら
な

い
こ
と
は
、
薄
々
知
っ
て
い
た
。
仕
方
が
な
い
と
は
思

い
な
が
ら
も
、
残
念
だ
な
、
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
だ

け
に
、
陳
さ
ん
ご
自
身
の
口
か
ら
「
推
理
小
説
を
書
き

た
い
」
と
聞
い
た
時
は
、
無
性
に
嬉
し
く
な
っ
た
の
だ
。

陳
さ
ん
、
小
説
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
苦
労
し
ま
せ
ん

か
？
」

と
、
不
躾
に
も
私
。

ぶ
し
つ
け

「
頭
を
悩
ま
す
と
き
が
あ
る
ね
。
あ
る
出
版
社
か
ら
推

理
も
の
の
書
き
下
し
を
頼
ま
れ
て
ね
。
題
を
早
く
決
め

て
く
れ
と
い
う
ん
で
す
ね
。
推
理
小
説
だ
か
ら
最
後
に

は
、
“
割
れ
る
”
に
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
『
割
れ

る
』
と
い
う
題
に
し
た
。
こ
れ
な
ら
ど
ん
な
内
容
の
も

の
に
も
合
う
し
ね
」

（
補
足
■
『
割
れ
る
』
は
一
九
六
二
年
、
早
川
書
房

か
ら
出
版
さ
れ
た
。
陶
展
文
も
の
の
一
作
）

一
九
八
一
年
六
月

『
影
は
崩
れ
た
』

伴
野
朗
氏
「
解
説-

陳
舜
臣
さ
ん
と
私
」
よ
り

小
見
出
し
、及
び
傍
線
は
編
集
委
員

徳間文庫版表紙

『
影
は
崩
れ
た
』
に
次
の
よ
う
な
描
写
が
あ
り
ま
す
。

四
年
ま
え
の
あ
る
夜
、
望
月
は
何
軒
も
バ
ー
の
梯
子

を
し
て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
イ
ト
に
は
い
っ
た
。
そ
こ
で

彼
は
香
川
奈
津
子
を
見
て
、
心
を
惹
か
れ
た
。

額
に
他
人
に
は
み
え
な
い
し
る
し
の
つ
い
た
女

だ
っ
た
。

と
、
望
月
は
文
学
的
な
表
現
を
し
た
。

お
な
じ
し
る
し
を
つ
け
て
い
る
人
間
に
だ
け
、
そ
れ

が
見
え
る
の
だ
そ
う
だ
。

「
灰
色
の
世
界
に
沈
め
ら
れ
た
者
同
士
、
そ
れ
が
わ
か

る
の
で
す
」

妻
子
を
失
っ
た
孤
独
な
男
と
、
暗
い
不
幸
な
過
去
を

も
つ
女
と
は
、
相
手
の
顔
に
仲
間
の
し
る
し
を
認
め
合

う
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
徳
間
文
庫
版

p.
1
2
2

）

『
幻
の
百
花
双
瞳
』
「
神
に
許
し
を
」
に
も
似
た
よ
う

な
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
引
用
し
ま
す
。

人
間
の
額
に
は
、
限
ら
れ
た
少
数
の
同
類
に
し
か
見

え
な
い
烙
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
イ
ネ
ス
は
サ
ル

マ
ナ
ザ
ー
ル
の
額
に
、
そ
れ
ら
し
い
烙
印
を
認
め
た
。

聖
職
に
つ
い
て
い
る
が
、
イ
ネ
ス
は
ペ
テ
ン
師
の
才
能

を
も
っ
て
い
た
。
ペ
テ
ン
師
に
は
ペ
テ
ン
師
が
わ
か
っ

た
の
で
あ
る
。(

徳
間
文
庫
版p

.
2
0
5
)

右
の
記
述
は
、
旧
約
聖
書
の
「
カ
イ
ン
の
し
る
し
」
を

連
想
さ
せ
ま
す
。
『
影
は
崩
れ
た
』
は
一
九
六
六
年
の
書

き
下
ろ
し
出
版
で
、
『
幻
の
百
花
双
瞳
』
「
神
に
許
し
を
」

は
一
九
六
九
年
の
初
出
執
筆
な
の
で
、
後
先
で
言
え
ば
、

『
影
は
崩
れ
た
』
の
方
が
先
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
九
七
三
年
当
時
の
陳
さ
ん
宅

一
作
も
推
理
小
説
が
書
け
な
か
っ
た
一
九
七
九
年

『
割
れ
る
』
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
い
き
さ
つ

額
に
し
る
し
の
つ
い
た
女

似たような表現が他の作品にもあることは、よくあることなのでしょうか？
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『濁った航跡』 登場人物ほか

●
桃
井
卓
也

主
人
公
。
三
十
歳
を
過
ぎ
た
ば
か
り
。
父
の

事
業
が
順
調
だ
っ
た
の
で
、
大
学
を
出
て
ア
メ
リ
カ
に
留
学
。

そ
の
後
、
貿
易
商
社
に
就
職
。
加
賀
久
雄
と
は
、
高
校
時
代
、

同
じ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。
卒
業
後
、
十
年
し
て
再
会
。
加
賀
の

描
い
た
『
仕
事
』
の
片
棒
を
担
ぐ
こ
と
に
。
喫
茶
店
の
レ
ジ

で
、
財
布
を
忘
れ
困
っ
て
い
た
の
で
、
代
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
代

を
支
払
っ
た
こ
と
か
ら
小
竹
輝
子
と
親
し
く
な
る

●
加
賀
久
雄

桃
井
の
高
校
時
代
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
。
大
学

を
出
て
以
来
、
定
職
に
就
い
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
度
、
桃

井
と
再
会
。
二
人
が
は
じ
め
た
『
仕
事
』
は
、
「
ひ
ろ
い
意

味
で
の
ポ
ン
引
き
」
、
「
女
性
の
輸
出
と
回
収
」
だ
っ
た
。

莫
大
な
資
産
を
持
ち
女
遊
び
が
好
き
そ
う
な
外
人
に
、
純
情

そ
う
な
日
本
女
性
を
近
づ
け
る
。
「
女
は
ト
リ
モ
チ
」
。
愛

人
と
な
っ
た
女
を
男
の
国
に
「
輸
出
」
、
い
っ
ぱ
い
金
を
く
っ

つ
け
て
か
ら
「
回
収
」
、
く
っ
つ
い
て
い
る
金
の
二
割
を
頂

戴
す
る

●
宮
沢
誠

ブ
ル
ー
フ
ィ
ル
ム
の
制
作
を
仕
事
と
す
る
。
こ

の
仕
事
で
、
加
賀
と
も
関
係
が

■
加
賀
、
桃
井
、
宮
沢
が
、
銀
座
の
バ
ー
、
ス
リ
ー･

キ
ャ
ッ

ツ
で
、
『
仕
事
』
の
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー

は
始
ま
る
。
「
桃
井
は
加
賀
や
宮
沢
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
と
、

ド
ブ
の
に
お
い
が
か
ら
だ
に
し
み
こ
む
よ
う
な
気
が
」
し
、

『
仕
事
』
、
「
醜
」
業
か
ら
足
を
洗
い
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
て
い
る

本
作
品
は
十
の
章
か
ら
な
る
が
、
第
一
章
の
最
後
で
最
初

の
殺
人
事
件
が
起
き
る

●
小
竹
輝
子

デ
ザ
イ
ナ
ー
学
校
で
学
ぶ
た
め
宮
崎
か
ら
上

京
。
桃
井
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
近
く
の
ア
パ
ー
ト
に
住
む
。
二

十
七
、
八
歳
。
桃
井
と
、
喫
茶
店
で
の
出
会
い
以
降
、
親
し

く
な
る

●
稲
葉
喜
美

銀
座
の
バ
ー
、
ス
リ
ー･

キ
ャ
ッ
ツ
の
マ
ダ

ム
。
加
賀
・
桃
井
の
『
仕
事
』
で
「
回
収
」
さ
れ
た
女
性
。

そ
の
金
で
今
の
店
を
持
つ

●
柴
村
克
子

も
と
、
銀
座
の
バ
ー
の
ホ
ス
テ
ス
。
加
賀
・

桃
井
と
契
約
、
リ
ャ
オ
・
ミ
ン
・
ツ
ォ
ン
の
愛
人
と
な
り
ペ

ナ
ン
の
別
荘
で
暮
ら
す
。
契
約
違
反
を
承
知
で
、
「
心
の
や

す
ら
ぎ
」
が
得
ら
れ
、
日
本
に
帰
り
た
く
な
い
と
い
う
。

「
輸
出
」
は
し
た
が
「
回
収
」
失
敗
の
ケ
ー
ス

●
リ
ャ
オ
・
ミ
ン
・
ツ
ォ
ン

マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
を
本
拠
と
す
る
華
僑
系
の
富
豪
。
マ
レ
ー
シ
ア

の
倉
庫
王
と
い
わ
れ
る
。
ペ
ナ
ン
に
別
荘
を
持
つ

●
根
本
茂
子

バ
ー
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
シ
ー
の
ホ
ス
テ
ス
。

タ
イ
国
政
府
高
官
パ
ー
ホ
ン
の
愛
人
と
な
り
、
『
仕
事
』
で

「
輸
出
・
回
収
」
さ
れ
た
女
性
。
そ
れ
を
資
金
に
出
店
準
備

中●
パ
ー
ホ
ン

オ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
大
を
出
た
タ
イ
国
政
府
高

官
。
バ
ン
コ
ク
屈
指
の
富
豪

●
橋
詰
良
江

『
仕
事
』
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
有
力
政
商
サ

ル
セ
ド
の
愛
人
と
な
り
「
輸
出
」
さ
れ
、
心
身
と
も
に
病
む

が
「
回
収
」
ま
で
こ
ぎ
着
け
る
。
そ
ん
な
中
、
持
ち
帰
っ
た

金
は
ヒ
モ
に
だ
ま
さ
れ
元
の
木
阿
弥
に
。
病
気
だ
け
が
残
る

●
サ
ル
セ
ド

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
有
力
政
商
。
サ
デ
ィ
ス
ト

●
堀
光
彦

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
バ
ン
コ
ク
で
活
動
す
る
地
下

銀
行
業
者
。
『
仕
事
』
の
「
回
収
」
の
手
伝
い
を
す
る
。
な

ん
で
も
笑
い
と
ば
し
て
し
ま
う
太
い
神
経
の
持
主
。
悪
人
で

は
な
い

●
前
島

警
視
庁
の
警
部
。
桃
井
の
高
校
時
代
の
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
。
サ
ッ
カ
ー

部
の
仲
間
。
仕

事
を
こ
え
て
事

件
に
絡
む

『
濁
っ
た
航
跡
』
主
な
登
場
人
物

陳
舜
臣
さ
ん
の
本
は
、
最
初
に
出
版
さ
れ
た

あ
と
、
別
の
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
り
、
文

庫
本
化
さ
れ
た
り
し
て
、
次
々
、
息
長
く
出
版

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
現
在
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
絶
版
で
、
古
本
市
場
で
し
か
手
に
入
ら

な
い
が
。

そ
ん
な
中
で
も
、
『
濁
っ
た
航
跡
』
は
書
き

下
ろ
し
で
、
一
九
六
八
年
に
読
売
新
聞
社
か
ら

新
事
件
小
説
全
集
４
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の

以
外
に
見
あ
た
ら
ず
、
希
少
本
と
い
え
る
。

古
本
の
ネ
ッ
ト
市
場
で
も
『
濁
っ
た
航
跡
』

は
一
種
類
で
、
点
数
も
少
な
く
高
い
。
私(

橘)

も
、
二
千
七
百
四
十
円
で
買
っ
た
。
通
常
、
古

本
市
場
で
、
数
百
円
で
買
え
る
陳
舜
臣
さ
ん
の

本
に
し
て
は
高
い
。

こ
ん
な
場
面
が
あ
る
。
結
婚
詐
欺
に
瞞
さ
れ

だ
ま

た
女
性
が
、
新
婚
旅
行
と
い
っ
て
、
香
港
の
ブ

ル
ー
フ
ィ
ル
ム
の
撮
影
現
場
に
連
れ
込
ま
れ
、

陵
辱
シ
ー
ン
を
実
写
（
演
技
で
は
な
い
）
さ
れ

る
と
い
う
場
面
が
詳
述
さ
れ
る
。
も
う
一
箇
所
、

こ
れ
は
、
俳
優
の
演
技
で
あ
る
が
、
ブ
ル
ー
フ
ィ

ル
ム
の
撮
影
現
場
の
記
述
が
あ
る
。

陳
舜
臣
さ
ん
の
作
品
で
、
他
に
こ
の
よ
う
な

描
写
の
あ
る
作
品
は
記
憶
に
な
い
。
当
時
の
紙

誌
で
、
こ
の
よ
う
な
描
写
が
歓
迎
さ
れ
る
と
い

う
風
潮
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
陳
さ
ん
が
そ
れ

に
迎
合
し
た
と
は
思
え
な
い
し
。
作
品
の
主
題

上
、
こ
れ
ら
は
必
須
の
シ
ー
ン
だ
っ
た
の
か
？

希
少
本
『
濁
っ
た
航
跡
』

読売新聞社版表紙

陳
作
品
に
は
め
ず
ら
し
い
描
写
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戦後、アメリカの施政権下にあった沖縄が、1972

年に復帰して50年になる。節目の年ということもあっ

て、沖縄関係のテレビ番組や新聞記事が目につく。

7月22日には、太平洋戦争末期の沖縄を舞台に命

や平和の尊さを描いた戦争ドラマ『島守の塔』が封

切られた。映画のキャスト並びに内容を略述します。

激しい空襲や艦砲射撃、そして上陸戦により、約二〇万

人が犠牲となった太平洋戦争末期の沖縄戦。絶望の

淵に立たされながらも「命こそ

宝」と訴え、後世に希望を託し

た2人の人物、戦中最後の沖縄

県知事・島田叡(萩原聖人)と職

務を超えて県民を守るべく奔走

した警察部長・荒井退造(村上

淳)、そして、戦争に翻弄され

る沖縄の人びとの姿を描き出す。

も
く
じ

琉
球
の
歴
史

一

伝
説
時
代

の
琉
球

二

三
山
時
代

三

琉
球
王
国

の
興
隆

四

近
世
琉
球
へ
の
転
換

五

「
沖
縄
県
」
の
誕
生

六

今
あ
ら
た
め
て
沖
縄
を
考
え
る

沖
縄
に
お
も
う

も
て
な
し
の
場

伊
東
忠
太
博
士
の
こ
と

沖
縄
学
の
父
・
伊
波
普
猷

グ
ス
ク
の
話

柳
田
国
男
の
『
海
上
の
道
』

牧
志
公
設
市
場
と
国
際
通
り

豚
料
理
と
泡
盛

亀
甲
墓
と
沖
縄
の
宗
教

聖
地
斎
場
御
嶽
と
久
高
島

崇
元
寺
と
冊
封
使

首
里
城

海
が
見
え
る
丘

壺
屋
転
々

二
人
の
巨
人

程
順
則
と
蔡
温

柳
宗
悦
の
沖
縄
方
言
擁
護
論

石
敢
当

沖
縄
の
祈
り

万
座
毛

な
つ
か
し
さ
の
表
現

石
垣
島

唐
人
墓
と
島
人
の
心

糸
満
の
謎

日
本
唯
一
の
海
洋
漁
労
の
民

宮
古
島

オ
ト
ー
リ
と
い
う
宴

移
民
の
島
か
ら
ハ
ワ
イ
へ
、
中
南
米
へ

戦
場
の
県
知
事

島
田
叡
さ
ん

対
談

歴
史
小
説
『
琉
球
の
風
』
の
世
界

「
戦
場
の
県
知

事

島
田
叡
さ
ん
」

は
、
新
書
版
で

六
頁
の
短
い
随

筆
で
す
。
こ
の

作
品
は
、
兵
庫
県
の
中
学
、
高
校
で
使
用
す
る

平
和
・
道
徳
教
育
副
読
本
『
心
か
が
や
く
』
に

も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
島
田
叡

１
９
０
１
年
、
神
戸
市
須
磨
区
生

し
ま
だ
あ
き
ら

ま
れ
。
旧
制
神
戸
二
中(

現
兵
庫
高)

卒
業
後
、

三
高
を
経
て
東
京
帝
国
大(

現
東
京
大)

へ
入
学
。

旧
内
務
省
に
入
省

し
、
各
地
の
警
察

部
長
、
大
阪
府
内

政
部
長
な
ど
を
歴

任
。45

年
１
月
、
最

後
の
官
選
知
事
と

し
て
沖
縄
へ
赴
任
。
６
月
末
に
消
息
を
絶
っ
た
。

享
年
45
歳
。

沖
縄
戦
で
忘
れ
ら
れ
な
い
人
が
い
る
。

忘
れ
て
は
い
け
な
い
人
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
人
の
名
は
島
田
叡
と
い
う
。
戦
前
最

後
の
沖
縄
県
知
事
で
あ
る
。
そ
の
生
き
方
に

頭
が
さ
が
る
の
だ
。

平
和
な
時
代
で
あ
れ
ば
、
南
国
の
、
心
や

さ
し
い
人
た
ち
が
住
む
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
沖

縄
に
島
田
叡
さ
ん
は
心
は
ず
む
思
い
で
赴
任

し
た
は
ず
だ
。

し
か
し
、
時
代
が
悪
か
っ
た
。

一
九
四
五
年
一
月
の
沖
縄
は
、
そ
の
千
年

の
歴
史
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
険
悪
な
明
日

を
確
実
に
予
感
さ
せ
て
い
た
。
ま
し
て
や
島

田
叡
さ
ん
は
戦
況
の
情
報
を
的
確
に
入
手
で

き
る
立
場
の
内
務
官
僚
で
あ
る
。
沖
縄
戦
の

現
状
も
、
今
後
の
展
開
も
決
し
て
楽
観
で
き

る
も
の
で
な
い
こ
と
は
手
に
と
る
よ
う
に
理

解
し
て
い
た
は
ず
だ
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
沖

縄
戦
が
「
本
土
決
戦
を
避
け
る
た
め
の
捨
て

石
」
で
あ
り
、
日
本
の
戦
闘
態
勢
立
て
直
し

ま
で
の
「
時
間
稼
ぎ
の
玉
砕
地
」
で
あ
る
こ

と
も
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

前
任
者
の
泉
守
紀
知
事
が
な
ぜ
在
職
途
中

で
県
知
事
の
椅
子
か
ら
降
り
た
か
。
そ
の
事

情
も
当
然
、
島
田
叡
さ
ん
の
耳
に
は
入
っ
て

い
た
。
前
知
事
は
戦
況
の
さ
ら
な
る
悪
化
を

見
越
し
、
出
張
の
名
目
で
沖
縄
を
離
れ
、
つ

い
に
帰
任
し
な
か
っ
た
。
知
事
の
候
補
に
名

前
が
あ
が
っ
た
官
僚
た
ち
は
み
ん
な
沖
縄
行

き
を
断
っ
て
い
た
。
島
田
さ
ん
は
、
仲
間
に
、

そ
し
て
家
族
に
、
こ
う
い
い
残
し
て
沖
縄
に

乗
り
込
ん
だ
。

「
俺
は
死
に
た
く
な
い
か
ら
、
だ
れ
か
替
わ

り
に
行
っ
て
、
死
ね
、
と
は
い
え
な
い
」

戦
後
、
島
田
叡
さ
ん
の
遺
族
は
生
活
に
困

窮
し
、
魚
の
干
物
の
行
商
も
し
て
い
た
と
い

う
。
そ
の
こ
ろ
の
日
本
で
は
ど
こ
で
も
見
ら

れ
た
普
通
の
風
景
だ
っ
た
が
、
島
田
叡
さ
ん

の
遺
族
と
知
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
買
っ
て
い
く
人

も
い
た
そ
う
だ
。

(2002 PHPエル新書版)『沖縄の歴史と旅』「戦場の県知事 島田叡さん」

陳
舜
臣
著
『
沖
縄
の
歴
史
と
旅
』

「
戦
場
の
県
知
事
島
田
叡
さ
ん
」

映画『島守の塔』紹介

「
戦
場
の
県
知
事
島
田
叡
さ
ん
」
抜
粋
転
載


